
令和３年度第２回がん対策推進審議会での主なご意見 

 

※ 回答について審議会当日の回答内容は○、現時点での状況については◆で記載 

 

がん検診の受診啓発について 

主な意見 回答 

新型コロナによって検診受診を控えてしまったという傾向は全国

的に出ているようだが、進行がんに進む方もおられるので、コロナ収

束の際は、各市町村や保健所などに啓発を行うように促していただ

きたい。（村上委員） 

○本県としても院内がん登録の数値のとおり、受け控えなどが起こ

っていることは認識しているため、来年度以降どういったことがで

きるか検討したいと思っている。 

◆依然としてコロナ禍の中ではあるが、令和４年８月に実施した市

町村がん検診担当者対象の研修会において、ナッジを使ったがん検

診の普及啓発を事例とともに紹介した。 

 

進行がん増加に係るデータのについて 

主な意見 回答 

検診を実施する立場としても、コロナの影響で多少進行がんが増

えているように感じている。実際のところ、どのがん種で進行がんが

増えているかという正確な数の全貌はまだ分からないと思うのだ

が、現時点で把握している数があればご教示願いたい。また分からな

いとしても、いつぐらいになれば把握できるようになるのかをご教

示願いたい。（見本委員） 

 

〇2020 年、2021 年のがん登録の状況ということになると、データと

して出せるようになるにはタイムラグがある。そういった情報を抽

出すること自体は可能なので、委員の皆さまに提示できるよう検討

したい。 

♦ 拠点病院等が参加する院内がん登録全国集計 2021 年診断例速報

（国立がん研究センターとりまとめ）によると、検診発見例がコロナ

前の水準に戻っていないとのことである。また、がん種によって進行

がんの増加率等が違うことも確認されている。 

 

 

 

 

参考資料２ 



神奈川県がん診療連携指定病院 について 

主な意見 回答 

専門医が足りず、すぐには増やせるものではないということを前

提とすると、県内によろず屋をあちこち配置するのではなく、ブテ

ィック型で拠点病院を作るのがいいのではないか。 

ブティック型に適宜配置することがそもそも難しいというのはわ

かるのだが、ゼネラルストアみたいな病院をあちこち作って、レベ

ルについてはそれぞれの施設について患者が情報を集めて判断して

くださいというのは、素人である県民相手としては不親切だと思

う。（玉巻委員） 

これだけどんどん増やしても実際の症例が０というところもある

ので、これで指定病院として表に出してしまうと患者さんが戸惑っ

てしまうと思う。「うちはこれが強い」という看板を出すようにし

たらいいのではないかという気がする（渡辺会長）。 

〇放射線治療についてはこれからどのように対応していくのかにつ

いて、どこかの病院と連携するのか、非常勤をもっと増やして対応

するのか、そのあたり条件に追加して指定していくという考えはご

もっともであると考える。 

〇県の指定病院であれば、ブティック型の設置というのも県で決め

れば可能だと考えられるが、具体的に検討する際には、この審議会

でご意見いただきたいと考えている。 

♦指定病院のあり方の検討と並行して、県民への各病院の情報発信

も重要な課題となるが、現在、県立がんセンターと県で検討を進め

ているところである。 

指定病院を増やすことによって広く浅くという均てん化を目指し

ていくのか、指定病院と言えども集約化というか特色のある病院を

作っていくのか、その辺を国の指定に右へならえとするのではなく、

それを取り入れてなおかつ神奈川県としてどういう視点で指定病院

を認めていくのか、要件を作っていくのかということを次回の指定

要件見直しの中では是非見えるような形にしてほしい。この審議会

で検討すべきことではあるが、行政から方向性をもう少し出してい

ただくと、次の指定要件を決めるのに参考になるのではないかと思

うので、よろしくお願いしたい。（金森委員） 

 

〇指定病院の制度のあり方から考えなければならないと言うことに

関しては、重く受け止めている。県としてどういうビジョンで指定

病院という制度を展開していくのかを、今一度検討したいと思って

いる。 

♦次回の指定病院指定要件改正と併せて、検討していくことを考え

ている。 

 

 

 



がん対策推進計画の進行管理について 

主な意見 回答 

ＨＰＶワクチン接種について厚生労働省から 12 月 23 日に通知が

出て、ＨＰＶワクチン接種が推奨されず無料対象ではなかった 16

歳から 24 歳の方についても無料接種する機会を設けることを決定

したところである。ワクチンを打つ、打たないの判断については、

本人や保護者にしていただくにしても、自治体によってはその旨を

ホームページに掲載しているところもあるので、接種機会があると

いうことを県のホームページにも掲載していただけるとありがた

い。ＨＰＶは中咽頭がんの誘因にもなり、なってしまうと転移して

見つかるということが多く、そういうことも防げると思う。（村上

委員） 

〇担当科と調整のうえ掲載したいと思う。 

♦当課のホームぺージに掲載した。 

 


